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今
月
の
主
な
紙
面

●第36回電気工事業全国大会関連 1～ 8面

●工組だより　 11面

●青年部・女性部 活動報告　 12面

※定期講習会場一覧　（挟み込み）

電
気
工
事
業
全
国
大
会　

北
海
道
で
開
催

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会（
米
沢
寛
会
長
）

主
催
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
（
小
野
寺
涼
一
理

事
長
）
主
管
に
よ
る
第
36
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
10

月
15
日
・
16
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ
ュ

ー
ル
札
幌
大
通
公
園
と
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
の
2
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
で
の
開
催
は
第
27
回
函
館
大
会

以
来
4
回
目
で
15
年
ぶ
り
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
1
、6
0
0
名
。
暮
ら
し
と
社

会
基
盤
を
支
え
る
使
命
を
果
た
し
迅
速
な
意
思
決
定
と
行

動
力
を
持
つ
強
い
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

北
海
道
の
魅
力
を
紹
介
す

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

で
開
会
し
た
第
36
回
電
気
工

事
業
全
国
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
『
北
の
大
地
で
広
げ

る
絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代

へ
の
扉
！
』。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
に
『
今
も
昔

も
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
電

気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工

事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！
』

を
掲
げ
、
意
見
交
換
会
・
組

合
活
性
化
研
修
会
と
式
典
を

行
っ
た
。

　

式
典
で
米
沢
会
長
は
、
能

登
半
島
地
震
後
の
現
状
に
つ

い
て
「
ま
だ
避
難
生
活
が
続

く
方
が
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
と

も
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

被
災
者
が
心
細
い
の
は
、
こ

の
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
自
体

が
世
の
中
に
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
こ
と
だ
。
彼
ら
に
と
っ

変
化
に
迅
速
対
応
し
強
い
組
織
を
目
指
す

変
化
に
迅
速
対
応
し
強
い
組
織
を
目
指
す

て
、
日
本
全
体
が
自
分
た
ち

を
見
て
い
て
く
れ
る
と
い
う

思
い
が
精
神
的
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
復

興
に
向
け
て
長
い
戦
い
に
な

る
が
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
を
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
電
気
工
事
業
界
に
つ

い
て
、「
地
域
社
会
や
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
電
気

工
事
業
の
誇
り
と
魅
力
を
し

っ
か
り
と
伝
え
、
業
界
の
社

会
的
価
値
の
向
上
と
発
信
力

の
強
化
を
図
り
、
憧
れ
ら
れ

る
業
界
を
築
く
責
任
が
あ

る
。
我
々
は
、
電
気
を
安
全

安
心
に
提
供
す
る
と
い
う
使

命
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う

誇
り
が
あ
る
。
変
革
を
求
め

ら
れ
る
転
換
点
に
お
い
て
、

時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉

え
、
組
合
を
よ
り
強
く
豊
か

に
し
、
業
界
の
未
来
を
開
い

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

大
会
式
典
で
は
、
来
賓
祝

辞
、
組
合
役
員
功
労
表
彰
、

優
良
事
業
工
組
表
彰
、
優
良

事
業
工
組
・
青
年
部
優
良
活

動
事
業
の
金
賞
受
賞
事
業
発

表
を
実
施
。
前
日
に
開
催
さ

れ
た
意
見
交
換
会
の
集
約
も

報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
全

員
の
総
意
と
し
て
大
会
決
議

を
採
択
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
6（
令
和
8
）

年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
6

回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国

大
会
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

　

学
科
競
技
が
2
0
2
6

（
令
和
8
）
年
11
月
24
日
、

実
技
競
技
は
11
月
25
日
に
実

施
さ
れ
、
会
場
は
前
回
同
様

の
横
浜
ア
リ
ー
ナ
。

　

出
場
選
手
枠
は
、
1
電
工

組
1
名
（
48
名
）・
ブ
ロ
ッ

ク
加
算
権
利
枠
10
名
・
女
性

の
部
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
1
名

の
計
9
名
・
学
生
の
部
9
名

の
最
大
76
名
が
各
部
門
の
競

技
課
題
で
競
い
合
う
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
2
0
2
7
（
令
和

9
）
年
に
開
催
さ
れ
る
第
37

回
電
気
工
事
業
全

国
大
会
（
中
部
・

静
岡
県
開
催
）
の

紹
介
と
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
た
。

10
月
15
日
に
は

『
大
地
に
輝
く
希

望
の
灯
り
〜
次
世

代
へ
誇
り
を
つ
な

ぐ
電
導
師
た
ち

〜
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
会

を
開
催
。
6
3
0

名
の
参
加
者
が
テ

ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
加
え

て
、
初
の
試
み
と

な
る
『
電
気
工
事

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』

を
体
験
す
る
な
ど

新
た
な
取
り
組
み

も
行
っ
た
。

　

式
典
当
日
の
午

前
中
に
は
、
組
合
活
性
化
研

修
会
を
実
施
。
全
国
の
工
組

が
実
施
す
る
事
業
事
例
が
発

表
さ
れ
、
参
加
者
は
人
材
確

保
育
成
、
組
合
運
営
の
強
化

・
実
践
に
繋
が
る
様
々
な
事

業
を
学
ん
だ
。

　

会
場
に
は
メ
ー
カ
ー
や
団

体
23
社
が
製
品
展
示
や
情
報

提
供
を
行
う
出
展
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
足
を
運
ん
で
企
業
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
「
子
供
た
ち
に
憧
れ
ら

れ
る
電
気
工
事
業
界
を
目
指

す
」
を
体
現
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
『
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！

エ
レ
キ
ッ
ズ
』
を
開
催
。
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

溢
れ
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
趣
向
を
凝
ら

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
2

0
0
0
年
に
札
幌
で
開
催
さ

れ
た
第
17
回
全
国
大
会
で
、

当
時
の
米
沢
外
秋
会
長
が
乗

っ
た
神
輿
を
展
示
す
る
な
ど

充
実
し
た
大
会
と
な
っ
た

（
大
会
式
典
・
組
合
活
性
化

研
修
会
な
ど
の
詳
細
は
2
〜

8
面
に
掲
載
）。

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

会
長　

米　

沢　

寛

暮らしと社会を支える使命を果たす
第36回
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第 3 6 回  全国大会

◇◇◇

祝
辞
を
頂
い
た

　
　

ご
来
賓
の
方
々

◇◇◇

三橋 剛 北海道副知事天野 周治 札幌市副市長
北海道電力ネットワーク株式会社
細野 一広 代表取締役社長

経済産業省
大臣官房（産業保安・安全担当）

細川 成己 審議官

国土交通省
不動産・建設経済局建設振興課
専門工事業・建設関連業振興室

近藤 陽介 室長

開会を宣言する
北海道電気工事業工業組合

小野寺 理事長

　

大
会
式
典
は
、
主
管
の
北

海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合

の
小
野
寺
涼
一
理
事
長
に
よ

る
「
電
気
工
事
を
生
業
と
す

る
我
々
の
使
命
は
社
会
を
照

ら
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

電
気
工
事
業
の
魅
力
を
知

り
、
誇
り
を
持
っ
て
後
進
に

伝
え
る
こ
と
だ
。
本
日
の
第

36
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
考
え
て
い

る
。
貴
連
合
会
と
引
き
続
き

連
携
し
、
電
気
工
事
業
界
の

魅
力
発
信
や
人
材
確
保
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

北
の
大
地
で
広
げ
る
絆
・
共

に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
の

よ
う
に
、
現
場
で
活
躍
さ
れ

る
皆
さ
ま
が
絆
を
広
げ
、
と

も
に
新
時
代
へ
の
扉
を
開
け

る
よ
う
、
本
日
の
大
会
が
実

り
あ
る
も
の
と
な
り
、
今
後

の
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に

繋
が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

国
土
交
通
省
の
近
藤
陽
介

不
動
産
・
建
設
経
済
局
建
設

振
興
課
専
門
工
事
業
・
建
設

関
連
業
振
興
室
長
は
「
建
設

業
は
、
国
民
生
活
や
経
済
活

動
を
支
え
る
社
会
資
本
整
備

の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時

に
、
先
ほ
ど
米
沢
会
長
か
ら

お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
災

害
時
の
対
応
の
最
前
線
を
担

う
地
域
の
守
り
手
と
し
て
、

特
に
災
害
の
多
い
我
が
国
に

お
い
て
大
変
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
基
幹
産
業

だ
。
私
も
能
登
半
島
地
震
の

発
災
時
に
石
川
県
金
沢
市
で

勤
務
し
て
い
た
。
全
国
か
ら

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
が
向
か
っ
て
い
く
姿
は

大
変
頼
も
し
く
、
ま
た
心
よ

り
感
謝
し
な
が
ら
見
送
っ
て

い
た
。

　

電
気
設
備
は
、
国
民
生
活

や
経
済
活
動
に
お
い
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
だ
。
国
土
交
通
省
と
し

て
も
建
設
業
者
の
賃
上
げ
に

向
け
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
全
職
種
平
均
で
対
前

年
度
比
6
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

上
げ
る
な
ど
、
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
改
正
建
設
業
法
に
基
づ

き
、適
正
な
労
務
費
の
確
保
、

ま
た
労
力
に
応
じ
た
賃
金
の

支
払
い
を
実
現
す
る
た
め
、

労
務
費
に
関
す
る
基
準
を
新

た
に
作
成
す
る
な
ど
、
必
要

な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
建
設
業
を
含
む

電
気
工
事
業
が
よ
り
魅
力
的

か
つ
持
続
可
能
な
産
業
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

北
海
道
の
鈴
木
直
道
知
事

（
代
読
：
三
橋
剛
副
知
事
）は
、

「
平
成
30
年
9
月
に
発
生
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

よ
り
、
北
海
道
は
ほ
ぼ
全
域

が
停
電
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
と
な
り
、
多
く
の
道
民
が

電
気
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ

て
体
感
し
た
。
皆
さ
ま
が
自

治
体
と
の
協
定
や
電
力
会
社

と
の
協
議
な
ど
に
基
づ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
復
旧
工
事

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
。

　

急
速
に
技
術
革
新
が
進
む

生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
電
力
需
要
が
急

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
今
、
北
海
道
で
は
、
次

世
代
半
導
体
の
製
造
拠
点
や

ア
ジ
ア
最
大
級
の
Ａ
Ｉ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
豊
富
な

再
エ
ネ
を
活
か
し
て
Ｇ
Ｘ
や

Ｄ
Ｘ
関
連
産
業
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
北
海

道
は
、
再
エ
ネ
の
供
給
拠
点

か
つ
利
活
用
拠
点
と
し
て
、

こ
の
国
の
脱
炭
素
化
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
だ
。

　

本
大
会
の
テ
ー
マ
は
、
北

の
大
地
で
広
げ
る
絆
・
共
に

拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
で
あ

る
。
こ
こ
北
海
道
で
開
催
さ

れ
る
大
会
が
電
気
工
事
業
の

未
来
に
つ
な
が
る
実
り
あ
る

も
の
と
な
り
、
新
時
代
の
発

展
を
担
う
産
業
と
し
て
そ
の

魅
力
と
重
要
性
が
広
く
発
信

さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
道
外
か
ら
お
越
し

の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
秋
の
味
覚
や
雄
大
な
自

然
な
ど
、
実
り
の
秋
を
迎
え

た
北
海
道
の
多
彩
な
魅
力
を

ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

札
幌
市
の
秋
元
克
広
市
長

（
代
読
：
天
野
周
治
副
市
長
）

は
「
近
年
、
建
設
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
資
材
価
格

の
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も
、

大
切
な
電
気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工
事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！

維
持
し
、
安
全
、
安
心
で
快

適
な
市
民
生
活
と
経
済
活
動

を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

建
設
産
業
の
持
続
的
な
体
制

が
不
可
欠
だ
。
そ
の
よ
う
な

中
、
貴
連
合
会
は
、
電
気
工

事
技
能
競
技
大
会
な
ど
人
材

育
成
や
入
職
者
拡
大
対
策
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大

変
心
強
く
感
じ
て
い
る
。
今

後
も
電
気
工
事
業
界
の
発
展

の
た
め
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

本
大
会
に
は
日
本
全
国
か

ら
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
の
10
月
は

秋
鮭
や
秋
刀
魚
な
ど
魚
介
類

に
加
え
て
、
じ
ゃ
が
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の

秋
野
菜
が
旬
を
迎
え
て
い

る
。
ぜ
ひ
北
海
道
の
秋
の
味

覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。
11
月
か
ら
は
札

幌
の
夜
を
光
で
彩
る
札
幌
ホ

ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
、
年
明
け
の
2

月
に
は
世
界
的
に
有
名
な
札

幌
雪
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
。

冬
な
ら
で
は
の
美
し
い
札

幌
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
と

も
に
再
び
訪
れ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
細
野
一
広
代
表
取
締
役

社
長
は
、「
労
働
人
口
の
減

少
に
よ
る
人
材
不
足
が
ど
の

業
界
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
私
ど
も
送
配
電
業
界
に

お
い
て
も
人
材
不
足
は
喫
緊

の
課
題
だ
。
本
大
会
に
お
け

る
貴
連
合
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
子
供
た
ち
に
憧
れ
ら
れ

る
電
気
工
事
業
界
を
目
指

す
』
と
お
聞
き
し
て
お
り
、

こ
の
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
非

常
に
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
貴
連
合
会
と
連

携
の
上
、
電
気
工
事
業
界
の

さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

　

私
た
ち
電
力
会
社
に
と
っ

て
、電
気
工
事
業
の
皆
様
は
、

日
頃
の
設
備
保
守
や
新
設
工

事
、
あ
る
い
は
災
害
対
応
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
特
に
近
年

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
の
構
築
な
ど
新
た
な
挑
戦

が
続
く
中
で
、
皆
様
の
専
門

性
と
現
場
力
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
加

え
て
、
温
暖
化
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
気
候
の
変
化

は
、
自
然
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
も
と
、

が
電
気
工
事
業
界
の
素
晴
ら

し
い
未
来
に
向
け
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
す
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
今
大
会
が
全
日

電
工
連
の
組
合
史
に
刻
ま
れ

る
新
た
な
ペ
ー
ジ
に
な
る
こ

と
を
祈
念
す
る
」
開
会
宣
言

で
幕
を
開
け
た
。

　

続
い
て
、
国
歌
二
唱
、
物

故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
主

催
者
を
代
表
し
て
米
沢
会
長

が
今
後
の
全
日
電
工
連
の
取

り
組
み
や
方
針
な
ど
を
述
べ

た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
経
済
産

業
省
の
細
川
成
己
大
臣
官
房

審
議
官
（
産
業
保
安
・
安
全

担
当
）
が
「
電
気
保
安
を
支

え
る
人
材
の
確
保
が
更
に
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日

々
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
官
民
が
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、人
材
の
確
保
、

育
成
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
保
安
業
務
の
省
力

化
、
高
度
化
に
取
り
組
み
、

共に拓こう新時代への扉！
大会大会
式典式典
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第 3 6 回  全国大会

次回大会(静岡)をＰＲした
前嶋理事長

の
乏
し
い
日
本
で
は
、
原
子
力
の
再
稼
働

お
よ
び
最
大
活
用
が
国
益
に
資
す
る
重
要

な
基
幹
電
源
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
強
く

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
全
国
か
ら
集
っ
た
組
合
員
、
青

年
部
員
、
女
性
部
員
の
総
意
と
し
て
次
の

通
り
決
議
し
ま
す
。

一　

高
度
技
能
者
の
育
成
定
着
を
通
じ
て

電
気
を
安
全
安
心
に
送
り
届
け
る
自

負
を
持
ち
、
暮
ら
し
と
社
会
基
盤
を

支
え
る
使
命
を
果
た
す

一　

A
I
、
D
X
ツ
ー
ル
の
活
用
で
多
様

で
柔
軟
な
職
場
づ
く
り
を
進
め
、
次

代
を
担
う
若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
を

目
指
す

一　

全
国
の
成
功
事
例
を
共
有
し
、
迅
速

な
意
思
決
定
と
行
動
力
を
も
つ
強
い

組
合
組
織
と
し
て
進
化
す
る

　

以
上
、
関
係
行
政
並
び
に
諸
団
体
、
関

係
企
業
の
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
我
々
組
合
員
は
広
く
社
会

の
付
託
に
応
え
、
時
代
の
変
化
を
先
取
り

し
実
行
す
る
組
織
と
結
束
を
目
指
す
こ
と

を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

二
〇
二
五
年
（
令
和
七
年
）
十
月
十
六
日

大
会
決
議
決
議

　

開
拓
の
志
と
未
来
を
拓
く
大
地
北
海
道

札
幌
市
に
お
い
て
「
北
の
大
地
で
広
げ
る

絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
「
今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も

大
切
な
電
気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工
事

の
魅
力
を
伝
え
よ
う
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と

し
て
第
三
十
六
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
い
ま
人
口
構
造
の
変
化
、

A
I
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
、
脱
炭
素

社
会
の
具
現
化
へ
の
行
動
な
ど
、
か
つ
て

な
い
社
会
変
化
の
局
面
に
い
ま
す
。
我
が

業
界
に
と
っ
て
も
重
大
な
転
換
点
で
あ

り
、
今
後
も
魅
力
あ
る
業
界
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
次
代
を
見
据
え
た
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
時
代
の
潮
流
を
捉

え
、「
人
材
確
保
・
育
成
」「
D
X
活
用
」「
組

合
組
織
力
・
財
政
基
盤
強
化
」
を
重
点
施

策
と
位
置
づ
け
、
持
続
可
能
な
業
界
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
大
会
に
お
い
て
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

電
気
工
事
の
技
術
と
仲
間
の
力
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
各
界
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

大会決議を米沢会長(左)に手渡す髙野副会長

現
状
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
貴
連
合
会
の
皆
様

と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
本
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
北
の
大
地
で
広
げ
る
絆

・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の

扉
の
通
り
、
今
後
と
も
、
貴

連
合
会
と
私
た
ち
が
一
層
絆

を
深
め
て
、
お
客
様
に
安
定

し
た
電
気
を
お
届
け
す
る
と

い
う
使
命
の
も
と
、
社
会
の

皆
様
の
期
待
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

全
日
電
工
連
会
長
表
彰
で

は
、
組
合
役
員
功
労
表
彰
と

し
て
北
海
道
工
組
の
役
員
13

名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

第
7
回
目
の
実
施
と
な
る

優
良
事
業
工
組
表
彰
は
、
石

川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
が

金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
銀
賞

2
工
組
、
銅
賞
3
工
組
、
優

良
賞
2
工
組
、
特
別
賞
3
工

組
が
選
ば
れ
た
。

　

大
会
決
議
は
、「
暮
ら
し

と
社
会
基
盤
を
支
え
る
使
命

を
果
た
す
」「
次
代
を
担
う

若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
」「
強

い
組
合
組
織
と
し
て
進
化
す

る
」
を
髙
野
憲
一
郎
副
会
長

が
表
明
し
、
決
議
文
を
米
沢

会
長
に
手
渡
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
第
6
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
、
技
能
競
技

委
員
会
の
鹿
野
敏
夫
委
員
長

が
開
催
概
要
を
報
告
。

　

ま
た
、
令
和
9
年
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
る
第
37
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催

地
あ
い
さ
つ
で
は
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
・
組
合
員
・
青

年
部
会
員
が
映
像
と
と
も
に

静
岡
県
を
Ｐ
Ｒ
。

　

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連

合
会
の
石
原
和
夫
会
長
と
静

岡
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の

前
嶋
純
理
事
長
が
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
役
員
た
ち
と
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
次
回
大
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

閉
会
の
言
葉
で
天
野
春
夫

副
会
長
は
「
全
国
か
ら
こ
こ

札
幌
の
地
に
集
い
、
地
域
社

会
の
皆
さ
ま
へ
の
お
役
立
ち

な
ど
、
今
後
の
業
界
の
あ
り

方
を
討
議
し
、
次
の
飛
躍
を

目
指
す
大
会
と
な
っ
た
と
思

う
。
わ
れ
わ
れ
電
気
工
事
業

界
は
、
大
会
決
議
で
表
明
し

た
通
り
、
全
国
の
成
功
事
例

を
共
有
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
施
策
の
実
行
の
も
と
、

強
い
組
合
組
織
を
目
指
し
て

い
く
。
さ
ら
に
は
、
時
代
の

変
化
を
先
取
り
し
、
技
術
力

の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
安

全
、
安
心
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
く
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
全
道
11
支
部
が
用

意
し
た
各
地
の
特
産
品
・
銘

次回大会(静岡)をＰＲした
石原会長

交流会閉宴の挨拶をする
樋口副会長

大会決議を表明した
髙野副会長

第 6 回 電気工事技能競技全国大会は横浜アリーナで開催第37回 電気工事業全国大会は静岡県浜松市で開催

技能競技全国大会の
概要を説明した鹿野委員長

酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

神
輿
の
展
示
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
演
舞
な
ど
が
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
が

交
流
を
深
め
た
。

北の大地で広げる絆・

閉会の辞を述べた
天野副会長

を
い
た
だ
き
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
業

界
を
支
え
る
具
体

的
な
実
行
策
に
つ

い
て
活
発
な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脱
炭
素

化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
が
進
む
中
、

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
が
示

す
よ
う
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
加
え
資
源

全
国
大
会
Ｐ
Ｒ
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組合役員功労表彰・優良事業工組表彰

第7回　優良事業工組表彰　受賞工組一覧　　　■：事業改善・改革部門、■：新規事業部門、■：安全部門
工　　組 事　　業　　名

金 賞 石川県電気工事工業組合 本部 ■大規模災害の対応の検証及び今後の対策

銀 賞
福島県電気工事工業組合 会津支部 ■若者向け電気工事業紹介の漫画冊子を作成

佐賀県電気工事業工業組合 本部 ■組合組織統一化事業

銅 賞

新潟県電気工事工業組合 青年部 ■キャリアパスパンフレットと人事評価ツールで
　業界の未来を創る

埼玉県電気工事工業組合 本部 ■ＴＥＰＣＯコミュニティーサポート

長野県電気工事業工業組合 本部 ■青年部会役員経験者による特別委員会と
　組合員増強の取組み

優良賞
福井県電気工事工業組合 女性部 ■キャリア教育プログラム事業

東京都電気工事工業組合 本部 ■電気工事業法巡回指導

特別賞

北海道電気工事業工業組合 札幌支部青年部 ■未来の電気工事士を育む取り組み

兵庫県電気工事工業組合 本部 ■新規組合員獲得のための未加入者との接触手法開発事業

広島県電気工事工業組合 本部 ■組合員・青年部による県独自の審査体制の構築で
　技能競技大会を充実

優 良 事 業 表 彰 は 11 工 組 が 受 賞優 良 事 業 表 彰 は 11 工 組 が 受 賞

会
長
表
彰

優
良
事
業
工
組
表
彰

石

川

県

工

組

が

金

賞

　

優
良
事
業
工
組
表
彰
で
、
金
賞
を
受
賞
し

た
の
は
石
川
県
工
組
の
『
大
規
模
災
害
の
対

応
の
検
証
及
び
今
後
の
対
策
』。

　

銀
賞
は
福
島
県
工
組
会
津
支
部
・
佐
賀
県

工
組
、
銅
賞
は
新
潟
県
工
組
青
年
部
・
埼
玉

県
工
組
・
長
野
県
工
組
が
受
賞
。

　

優
良
賞
は
福
井
県
工
組
女
性
部
・
東
京
都

工
組
、
特
別
賞
に
は
北
海
道
工
組
札
幌
支
部

青
年
部
、
兵
庫
県
工
組
、
広
島
県
工
組
が
選

ば
れ
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
石
川
県
工
組
と
、
昨
年

開
催
さ
れ
た
第
6
回
青
年
部
会
員
大
会
で
実

施
し
た
優
良
活
動
発
表
会
で
金
賞
を
受
賞
し

た
関
東
電
気
工
事
青
年
部
連
合
会
「
電
気
革

命　

電
気
か
ら
始
ま
る
み
ん
な
の
輪
」
の
事

業
内
容
が
大
会
参
加
者
へ
発
表
さ
れ
た
。

　

組
合
役
員
功
労
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

組
合
育
成
強
化
に
尽
力
し
、
電
気
工
事
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
受

賞
者
は
13
名
（
左
表
）。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業

組
合
・
小
樽
支
部
の
岩
城
直
人
氏
が
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
米
沢
会
長
か
ら
受
け
取
っ
た
。

業
界
・
組
合
へ
の
功
労
者

13
名
が
受
賞

金賞を受賞した石川県工組の発表
（左から岡田事務局次長、稲垣副理事長）

第36回　電気工事業全国大会

全日本電気工事業工業組合連合会　会長表彰受賞者 
（敬称略）

氏 名
北海道工組
支部名

事業所名

岩 城 直 人 小 樽 支 部 株式会社富士電気

鈴 木 暁 彦 札 幌 支 部 拓北電業株式会社

須 田 敏 行 札 幌 支 部 株式会社須田電気工事

須 藤 　 讓 札 幌 支 部 株式会社藤電気

大 倉 　 直 函 館 支 部 大倉電気株式会社

土 谷 禎 宏 函 館 支 部 日東電気工事株式会社

松 見 哲 也 室 蘭 支 部 太平電気株式会社

猪 股 浩 德 岩見沢支部 末廣屋電機株式会社

石 森 勝 秀 旭 川 支 部 石森電気工事株式会社

村 山 　 聡 名 寄 支 部 株式会社東洋社

山 本 義 明 北 見 支 部 山本電工株式会社

山 原 活 志 釧 路 支 部 株式会社新橋機電

武 藤 哲 也 帯 広 支 部 株式会社ムトウ電気工業

米沢会長と岩城氏（右）

青年部会員大会の金賞事業を発表する
関東電気工事青年部連合会の山下幸治筆頭副会長

第 3 6 回  全国大会

優良事業工組表彰の受賞工組
（左から米沢会長、福島県、佐賀県、石川県、新潟県青年部、埼玉県、長野県）
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業 界 の 課 題 解 決 と
経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

10
月
15
日
、
グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ

ュ
ー
ル
札
幌
大
通
公
園
で
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
本
大

会
サ
ブ
テ
ー
マ
の
「
電
気
工
事
の

魅
力
を
伝
え
よ
う
！
」
を
深
く
掘

り
下
げ
て
、「
大
地
に
輝
く
希
望

の
灯
り
〜
次
世
代
へ
誇
り
を
繋
ぐ

電
導
師
た
ち
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
実
施
さ
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
沢
会
長

は
「
こ
の
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ

は
、
我
々
の
業
界
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
人
材
確
保
だ
。
皆

さ
ん
の
意
見
に
目
を
通
し
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
全
日

電
工
連
の
施
策
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
業
界
や
自
社
の
経
営

大
地
に
輝
く
希
望
の
灯
り

　

〜
次
世
代
へ
誇
り
を
繋
ぐ
電
導
師
た
ち
〜

に
問
題
意
識

を
持
っ
て
集

ま
れ
る
、
こ

れ
こ
そ
が
我

々
の
素
晴
ら

し
さ
で
あ
る

と
思
っ
て
い

る
。
一
期
一

会
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

意
識
の
高
い

皆
さ
ん
が
集

ま
っ
た
こ
の

大
会
を
皆
さ

ん
で
楽
し
ん

で
い
た
だ

き
、
そ
し
て

来
て
よ
か
っ

た
、
得
る
も

の
が
あ
っ
た

と
い
う
大
会

に
し
た
い
。

傍
観
者
で
は

な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加

者
に
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
会
委
員
会
の

加
藤
綾
委
員
長
が
「
電
気
工
事
業

界
の
認
知
度
向
上
や
入
職
率
向
上

を
期
待
し
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
取

り
組
み
の
中
で
、
電
気
工
事
業
界

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
継
続
し

て
き
た
が
、
未
だ
に
人
手
不
足
が

続
い
て
い
る
。
10
年
後
の
電
気
工

事
業
界
を
見
据
え
、
全
国
の
仲
間

と
過
去
の
経
験
と
未
来
へ
の
展
望

を
共
有
し
、
多
く
の
考
え
方
か
ら

新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
る
瞬
間
が

訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
一

人
ひ
と
り
の
電
気
工
事
業
に
携
わ

る
も
の
と
し
て
誇
り
を
取
り
戻

未来への思いを表現して電気工事の魅力を伝える

閉会の辞を述べる
會津委員長

あいさつをする
米沢会長

趣旨説明をする
加藤意見交換会委員長

し
、
真
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
電
導
師
に
な
る
こ
と
が
目

的
だ
。
業
界
の
新
た
な
魅
力
を
携

え
た
電
導
師
た
ち
が
未
来
へ
の
思

い
を
表
現
し
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
で
全
国
各
地
に
共
感
が
生
ま

れ
、
本
大
会
サ
ブ
テ
ー
マ
の
電
気

工
事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！
と
い

う
思
い
が
本
当
の
意
味
で
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
趣

旨
説
明
し
て
意
見
交
換
会
は
開
催

さ
れ
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
加
え
今
回
の
意
見
交
換

会
で
は
、新
た
な
試
み
と
し
て『
電

気
工
事
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』を
実
施
。

電
気
工
事
士
と
し
て
の
や
り
が
い

や
自
覚
、
次
世
代
に
伝
え
る
べ
く

多
様
な
思
考
を
再
確
認
・
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
参
加
者
に

体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
人
材
開
発

委
員
会
の
會
津
圭
一
郎
委
員
長
は

「
全
日
電
工
連
で
は
、
重
点
事
業

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
人
材

確
保
育
成
に
係
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
本
委
員
会
で
は
、
人

材
確
保
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
明
確

に
設
定
し
、
そ
の
重
点
に
沿
っ
た

具
体
策
を
立
案
・
実
行
し
て
い
く
。

本
日
い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に
、

次
世
代
の
担
い
手
か
ら
憧
れ
ら
れ

る
業
界
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種

対
策
を
検
討
し
て
い
く
の
で
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
た
。

10
月
16
日
の
大
会
式
典
で
は
、

集
約
さ
れ
た
意
見
を
代
表
者
が
発

表
し
た
（
集
約
意
見
は
下
記
）。

意　見　交　換　会

第 3 6 回  全国大会

　意見交換会では、電気工事の魅力をテーマに活
発な議論が行われた。ここにお集まりの皆さまも
同じように電気工事の現場で汗を流し、暮らしや
社会を支える責任を担ってこられた方々だ。だか
らこそ、私たちの仕事に対する誇り・やりがいを
心から共有できるのではないかと思う。
　私たちの会社もまた、長きにわたり電気工事の
現場を支えてきた。多くの現場に携わり、人々の
生活を守り、地域に貢献してきたという自負がある。新しい建物
に電気が通り、照明がついた瞬間、停電復旧で人々が安心の表情
を見せた瞬間、その一つひとつが会社の誇りであり、電気工事士
としてのやりがいだ。
　一方、課題としてこの仕事に見合うだけの処遇がまだ十分に確
保されていないという現実がある。電気工事は人々の生活や社会
インフラを支える大切な仕事であるにもかかわらず、賃金水準は
決して高いとは言えない。業種別の最低賃金制度が導入され、働
く環境が改善されれば、若手の入職者が増え、人材の定着にもつ
ながり、さらには安心して働ける誇りある業界へ変わっていくの
ではないか。

発表者：北海道電気工事業工業組合　青年部連合会

　　　　中村 貴裕 副会長

発表者：北海道電気工事業工業組合　青年部連合会

　　　　中山 卓也 副会長

　同じ業界で日々を過ごす私たちだからこそ、
その魅力や価値を実感し、未来を共に描くこと
ができると思う。社会を支える責任と誇り、確
かな技術に裏打ちされた安定した職業としての
強み、その技術を磨きながら仲間とともに成長
できる喜び。これらは電気工事士という職業の
揺るぎない魅力だ。私たちが胸を張って次の世
代へ伝えていくべきものでもあり、自らの仕事
の価値を再認識することができた。
　また、電気工事の未来については、ワクワクする挑戦として語
られた。私たちはこの変化を恐れるのではなく、胸を張って楽し
みながら挑んでいこうという気持ちを共有できたと思う。
　今回の意見交換会で確信した。技術と絆こそが未来を切り拓く
力になるということだ。仲間とともに培った技術を磨き続け、互
いに支え合う絆を大切にしながら、私たちは、10年後の電気工事
という新たな時代へ胸を張って挑んでいく。ここに集う仲間とと
もに、その未来を切り拓いていく。私たち電気工事士は、「電導師」
として技術と絆を磨き、北海道の大地に希望の灯りを灯し続ける。
次の世代に誇りと夢をしっかりと手渡すために挑戦を続けていく。
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趣旨説明をする
佐藤委員長

閉会の辞を述べる
小野寺副会長

　

第
32
回
沖
縄
大
会
か
ら
開

始
さ
れ
た
組
合
活
性
化
研
修

会
は
、
工
業
組
合
の
組
織
強

化
や
財
政
基
盤
の
安
定
化
の

観
点
か
ら
、
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
特
色
あ
る

事
業
を
紹
介
し
、
自
ら
の
組

合
運
営
に
活
か
せ
る
よ
う
、

新
た
な
発
想
や
気
づ
き
を
得

る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

組
合
員
の
役
に
立
つ
事
業

を
提
供
す
る
た
め
に
は
安
定

し
た
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
組
織
力
を
強
化

す
る
う
え
で
は
、
組
合
員
数

の
拡
大
に
加
え
組
織
体
制
の

改
革
が
重
要
だ
。

　

今
大
会
で
も
、
組
織
強
化

・
財
政
安
定
化
の
参
考
と
な

る
事
業
と
情
報
提
供
の
機
会

に
す
る
場
と
し
て
、
組
合
活

性
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
全
国
大
会
で
実
施
し
て

い
る
優
良
事
業
工
組
表
彰
は

今
回
で
第
7
回
目
と
な
る
。

　

組
合
活
性
化
研
修
会
を
所

管
す
る
総
務
委
員
会
の
佐
藤

佳
生
委
員
長
は
「
組
合
を
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、
成
果
が
生
み
出
せ
る
体

制
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

業
界
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
組
織
改
革
や
人
材
登

用
な
ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
組
合

運
営
の
強
化
に
つ
い
て
、
各

地
で
先
行
的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
活
動
事
例
を
参
考
に
自

工
組
で
の
実
践
に
繋
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
回
の
研
修

会
で
は
、
表
彰
制
度
に
応
募

い
た
だ
い
た
事
業
の
中
か
ら

11
事
業
を
発
表
す
る
。
今
後

の
組
合
事
業
と
青
年
部
・
女

性
部
活
動
の
企
画
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
趣
旨

説
明
し
た
。

全
国
工
組
の
特
色
あ
る
事
例
を
発
表

組
合
運
営
の
強
化
・
実
践
に
つ
な
げ
る

組合活性化研修会

第 3 6 回  全国大会

組合活性化研修会　事例発表（第7回 優良事業工組表彰）

ジャンル 工　組 事　業　名

【人材確保】

北海道・
札幌支部
青年部

未来の電気工事士を育む取り組み

福島県・会津支部 若者向け電気工事業紹介の漫画冊子を作成

徳島県・本　部 人材確保に向けた新卒採用への取組み

【人材育成】
 ・人材育成
 ・人材交流
 ・技能向上

新潟県・青年部
キャリアパスパンフレットと
　人事評価ツールで業界の未来を創る

石川県・女性部 Ｄ電Ｐ絆パーティ

広島県・本　部
組合員・青年部による県独自の審査体制の
　構築で技能競技大会を充実

【仕事づくり】
【安全】

埼玉県・本　部 ＴＥＰＣＯコミュニティーサポート

東京都・本　部 電気工事業法巡回指導

【組合活性化】
 ・組織改革
 ・組織力向上

長野県・本　部
青年部会役員経験者による特別委員会と
　組合員増強の取組み

兵庫県・本　部
新規組合員獲得のための
　未加入者との接触手法開発事業

佐賀県・本　部 組合組織統一化事業

　

第
7
回
優
良
事
業
工
組
表

彰
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
組

合
活
性
化
に
資
す
る
事
業
を

全
日
電
工
連
事
業
審
査
会
が

選
考
。「
事
業
改
善
・
改
革
」

「
新
規
事
業
」「
安
全
」
の
3

部
門
か
ら
11
事
業
の
事
例
を

選
出
し
た
。

　

研
修
会
で
は「
人
材
確
保
」

「
人
材
育
成
」「
仕
事
づ
く
り

・
安
全
」「
組
合
活
性
化
」

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
事
例
発

表
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

小
野
寺
涼
一
副
会
長
は
閉

会
の
辞
で
「
全
日
電
工
連
で

は
組
合
組
織
力
強
化
を
重
点

施
策
と
し
て
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
の
検
討
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
組
合
の
活
力
を

維
持
し
地
域
社
会
の
発
展
に

全54事例が掲載されている抄録

貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、

組
織
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
が
不
可
欠
だ
。
組
合
で

は
、技
術
講
習
や
安
全
教
育
、

人
材
育
成
、
最
新
法
令
情
報

の
発
信
な
ど
、
組
合
員
の
加

入
価
値
を
高
め
る
事
業
を
幅

広
く
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
組
合
員
に
役
に
立

つ
事
業
や
情
報
発
信
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
組

合
員
メ
リ
ッ
ト
を
一
層
高
め

組
合
の
魅
力
を
明
確
に
示
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
優
良
事
業
工
組
表

彰
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
全
54

事
業
と
昨
年
度
に
開
催
し
た

第
6
回
青
年
部
優
良
活
動
発

表
会
で
報
告
さ
れ
た
9
事
例

を
収
録
し
た
冊
子
は
、
大
会

当
日
に
参
加
者
に
配
布
さ
れ

た
。
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仕事づくり・安全

発表者：大元 浩司 副理事長

埼玉県埼玉県

発表者：新井 武明 専務理事

東京都東京都

第 3 6 回  全国大会

１１事例発表
～新たな発想や気付きを

得る場として情報発信～

人 材 確 保

発表者：青年部　中島 健佑 副部長

北海道北海道

発表者：若松支部　萩生田 学 副支部長

福島県福島県

発表者：吉村 常義 事務局長

徳島県徳島県

人 材 育 成

発表者：青年部　石川 和史 会長

新潟県新潟県

発表者：女性部　中村 志保 部長

石川県石川県

発表者：青年部　中村 浩之 副部長

広島県広島県

組合活性化

発表者：関森 和広 理事

長野県長野県

発表者：藤田 勝彦 将来構想策定委員長

兵庫県兵庫県

発表者：脇山 良昭 副理事長

佐賀県佐賀県

未来の電気工事士を

育む取り組み

若者向け電気工事業紹介の

漫画冊子を作成

人材確保に向けた

新卒採用への取組み

キャリアパスパンフレットと

人事評価ツールで業界の未来を創る
Ｄ電Ｐ絆パーティ

組合員・青年部による県独自の

審査体制の構築で技能競技大会を充実

ＴＥＰＣＯ

コミュニティーサポート
電気工事業法巡回指導

青年部会役員経験者による

特別委員会と組合員増強の取組み

新規組合員獲得のための

未加入者との接触手法開発事業
組合組織統一化事業

組合活性化研修会



第679号 2025年（令和7年）11 月1日全 日 電 工 連 （8）

フォトアルバム

第 3 6 回  全国大会

交流会開会のあいさつをする
鈴木暁彦大会実行委員長

札電協雷会の半纏を羽織って
あいさつをする米沢会長

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

全国の仲間が北の大地へ集結

子どもたちの笑顔が溢れたGo!Go!エレキッズ

出展企業が製品展示や情報提供

乾杯のあいさつをするパナソニック株式会社
エレクトリックワークス社大瀧清社長

大会を支えた多くのスタッフ

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

参
加
者
を
お
も
て
な
し
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北
陸
三
県
女
性
部

米

沢

電

気

工

事

を

見

学

社
内
環
境
づ
く
り
や
安
全
対
策
な
ど
研
修

民間工事でも“保険必須保険必須”の時代に　―いま注目の組立保険―民間工事でも“保険必須保険必須”の時代に　―いま注目の組立保険―
保険の耳寄り情報

●増え続ける組立保険のニーズ

　建設現場の事故や損害は、いつどこで起きてもおかしくありません。こ
れまで主に公共工事で加入されるケースが多かった組立保険ですが、近年
は民間工事でも保険への加入を求められるケースが急増しています。元請
やビルオーナーなど発注者側から、契約条件として「保険加入証明」の提
出を求められることが多くなってきました。
　背景には、リスク管理意識の高まりがあります。火災・水災・資材盗難
などの被害は増加傾向にあり、特にケーブルや銅材の盗難は夜間を中心に
全国で報告されています。実際に1件あたり数百万円規模の損害が発生す
ることもあり、「自社の工事そのもの」を守る備えが強く求められています。

●第三者損害賠償制度ではダメなの？

　よく混同されがちな制度として「第三者損害賠償制
度」があります。第三者損害賠償制度は、他人へのケ
ガや他人の所有物に対する損害を補償するもの。一方、
組立保険は施工中の建物・設備・構造物といった“自
社工事物件”に対する損害を補償します。これら2つ
の制度はカバーする損害がまったく異なるため、工事
に関するリスクへの備えには両方の加入が必要です。
　さらに全日電工連の組立保険制度は包括契約方式を
採用。期間中の対象工事はすべて自動的に補償される
ため、1件ごとに申込をする手間が不要です。公共工
事のみを対象とするプラン、公共・民間を問わず対象
にできるプランの2パターンが用意され、組合員の皆

さまのニーズに幅広く応えるメニューとなっています。
　また、補償内容も充実しており、基本的な資材等の
損害補償に加え、
•  荷卸作業中の事故も対象（荷卸危険担保）
•  復旧費用担保特約により資材の再購入時に仕入れ
価格が増額した場合も、20％まで上乗せ補償

といった充実の補償内容でさらに安心です。
　民間工事でも「組立保険への加入」が新たな“常識”
になりつつある今、万が一に備えた対策は、企業防衛
の要といえます。
　ご加入、お問い合わせは、所属の工業組合までご相
談ください。

【組立保険制度における高額支払事例】

事 故 内 容 支払保険金額

1
特定高圧ケーブル施設工事完了後の耐圧試験実施中、

ケーブルに絶縁不良個所があり短絡事故発生。
1,821万円

2
高圧ケーブル更新工事中、施工中のケーブルを損傷

し、新規ケーブルでの送電不可能となる。
967万円

3
風力発電システム建設後、メンテナンス中に誤って倒

壊。システム本体がほぼ全損。
851万円

4 ケ－ブル盗難。 463万円

5
現場内に仮設電源用で配線したケ－ブルを切断され盗

難された 。
363万円

　

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組

合
女
性
部
会
（
浜
松
都
子
会

長
）、
石
川
県
電
気
工
事
工

業
組
合
女
性
部
（
中
村
志
保

部
長
）、
福
井
県
電
気
工
事

工
業
組
合
女
性
部
（
前
田
宏

枝
部
長
）
は
、
9
月
19
日
に

米
沢
電
気
工
事
（
社
長
・
上

田
学
）
の
会
社
見
学
会
を
行

っ
た
。

　

同
社
は
地
域
の
災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
も
整
備
さ

委員会等報告

　・ 第6回電気工事技能競技全国大会
の大会コンセプトを確認。大会の
成功に向けて必要な対策を講じて
いく。

　・ 委員会運営方法を決定。併せて委
員会組織も決定した。

　・ 部会（競技・審査・運営）ごとに
審議。今後のスケジュールや業務
内容を確認して、全体会議で報告
した。

　・ 各ブロック主催の技能競技大会日程を含め、大会当日までの委員会開催日程を確
認した。

☆技能競技委員会（鹿野敏夫委員長・10月24日）

☆技能競技委員会
◆競技部会（徳永忠臣部会長・10月6日）

　・ 第6回大会の競技課題案について
検討。前回大会のアンケートや過
去の傾向を分析して、大会に向け
て課題の方向性を定めた。

　・ 現状の課題点を意見交換。今後の
取り組みについても検討した。

　・ 競技課題公表までのスケジュール
を確認。部会員の担当・業務も確
認した。

れ
て
お
り
、
社
内

環
境
を
学
ぶ
こ
と

で
女
性
部
の
知
見

を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
北
陸
三
県

電
工
組
女
性
部
の

合
同
事
業
と
し
て

実
施
し
た
。

　

見
学
会
に
は
富

山
県
12
名
、
石
川

県
10
名
、
福
井
県

か
ら
4
名
の
女
性
部

員
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
2
班
に

分
か
れ
て
事
務
所
・

倉
庫
・
作
業
場
な
ど

の
施
設
を
見
学
。
上

田
社
長
よ
り
現
場
で
の
安
全

管
理
や
D
X
化
の
取
り
組
み

の
紹
介
や
、
社
員
教
育
や
女

性
社
員
の
活
躍
状
況
・
評
価

の
公
平
性
を
保
つ
仕
組
み
、

健
康
管
理
に
関
す
る
配
慮
と

工
夫
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

そ
の
後
、
石
川
県
電
気
工

事
工
業
組
合
の
今
出
真
稔
副

理
事
長
も
参
加
し
、「
こ
れ

か
ら
の
電
気
工
事
業
界
と
女

性
部
の
活
躍
」
を
テ
ー
マ
に

対
談
形
式
の
意
見
交
換
を
実

施
。

　

女
性
の
入
職
促
進
・
定
着

に
向
け
た
工
夫
や
取
り
組

み
、
技
能
競
技
大
会
へ
の
支

援
、
三
県
女
性
部
の
交
流
や

全
国
と
の
つ
な
が
り
強
化
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
幅
広
く

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

参加者で記念撮影

様々な角度から意見交換

増え続ける工事現場の
電線ケーブル盗難
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13,640 ( )

72

13,310 ( )

72

20,020 ( )

72

全 日 電 工 連 賛 助 会 員 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ミ ノ ル 工 業 ㈱

ミルウォーキーツール・ジャパン   (同)

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【青森】 つがる市 岡本電気工事 岡本雄光様 75

全
関
東
電
気
工
事
協
会

第

30

回

全

関

東

技

術

競

技

大

会

緊
急
時
に
備
え
高
レ
ベ
ル
の
定
着
化
を
図
る

　

全
関
東
電
気
工
事
協
会
（
天
野
春

夫
会
長
）
は
10
月
22
日
、
東
京
・
日

野
市
の
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
第
30
回
全

関
技
術
競
技
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
電
気
工
事
の
的
確
な
施

工
と
安
全
を
重
視
し
た
基
本
作
業
の

定
着
お
よ
び
公
衆
安
全
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
非
常
時
に
お
け

る
電
気
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
は
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

中
、
日
頃
の
技
術
・
技
能
の
研
鑽
が

重
要
で
あ
り
、
復
旧
工
法
の
工
夫
や

改
善
、
安
全
意
識
の
向
上
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

改
善
成
果
の
確
認
な
ら
び
に
好
事

例
を
公
表
し
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の

定
着
化
を
図
り
、
緊
急
時
対
応
に
備

え
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

天
野
会
長
は
、
来
賓
と
審
査
委
員

に
お
礼
を
述
べ
た
後
「
い
つ
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
わ

れ
わ
れ
は
電
気
を
安
全
に
安
心
し
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
工
事
を
常
に
心

掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
は

あ
い
に
く
の
天
気
な
の
で
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
怪
我
の
無
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
て
、
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

競
技
出
場
者
は
、
1
都
8
県
の
電

気
工
事
工
業
組
合
か
ら
9
チ
ー
ム
が

参
加
。
4
名
で
1
チ
ー
ム
（
控
え
1

名
）
を
編
成
し
、
1
5
0
分
（
地
震

発
生
対
応
お
よ
び
作
業
中
の
休
憩
10

分
を
含
む
）
の
競
技
に
臨
ん
だ
。

　

競
技
課
題
は
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
発
生
後
1
週
間
を
想
定
し
、
そ
の

後
ま
だ
余
震
も
あ
る
中
で
の
復
旧
作

業
を
行
う
も
の
で
、
屋
内
配
線
や
引

【石川】 金沢市 ㈱津田電業社 津田直樹様 53

【群馬】 高崎市 ㈲小林電気商会 小林秀雄様 70

【千葉】 長生郡 信葉電機水道㈱ 藤澤尚登様 69

【岐阜】 美濃加茂市 ㈱安田電工社 安田冨士夫様 64

【京都】 京都市 ㈲𠮷田デンキ 𠮷田毅様 79

【奈良】 天理市 山口電工 山口洋司様 78

【大阪】 大阪市 近藤電気商会 近藤憲治様 74

【和歌山】 熊野市 保野電気工事店 保野義雄様 93

【兵庫】 赤穂郡 野村電工㈱ 野村重好様 75

【岡山】 浅口市 中元電気 中元昇様 79

【広島】 広島市 大栄電業㈱ 貫名徹様 80

【長崎】 島原市 ㈲金本電設工業 金本稔様 83

雨の中 競技に臨む選手たち

見舞金

【熊本】 下益城郡 ホーム電設 吉澤昭徳様 水災全半壊

【熊本】 熊本市 中川電設㈱ 中川晶雄様 床上浸水

【熊本】 熊本市 ㈱uDK 浦山正次様 床上浸水

【熊本】 上天草市 杉島電気 杉嶌保芳様 床上浸水

【熊本】 天草市 ㈱野上電設 野上俊樹様 床上浸水

【熊本】 天草市 ㈲猪原電気 松山博明様 床上浸水

【熊本】 天草市 吉田電気 吉田英喜様 床上浸水

【鹿児島】 霧島市 ㈲奥薗電気 奥薗和重様 床上浸水

兵
庫
県
工
組

第
1
回
電
気
工
事
技
能
競
技
兵
庫
県
大
会
を
開
催

11
名
が
頂
点
を
目
指
し
競
い
合
う

大
き
な
拍
手
が
響
き
渡

り
、
関
係
者
や
応
援
者

が
詰
め
か
け
た
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

審
査
は
、
作
業
点
19

項
目
・
技
術
点
76
項
目

の
合
計
95
項
目
に
よ
る

減
点
方
式
で
実
施
し
技

術
点
は
3
班
9
名
の
審

査
員
が
協
力
し
て
厳
正

に
採
点
。

　

兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
堀
口
繁
理
事
長
）は
9
月
26
日
、

兵
庫
県
電
気
工
事
技
術
会
館
で
第

1
回
電
気
工
事
技
能
競
技
兵
庫
県

大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
「
県
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
全
国
大
会
へ　

目
指
せ

大
臣
表
彰
」。

　

技
能
の
研
鑽
を
通
じ
て
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
り
、
優
れ
た
技
能

者
を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
第
6

回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

へ
派
遣
す
る
選
手
を
選
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
各
支
部
か
ら

11
名
が
出
場
し
、
頂
点
を
目
指
し

て
競
技
に
挑
ん
だ
。

　

競
技
は
課
題
に
基
づ
き
、
競
技

パ
ネ
ル
に
作
品
を
制
限
時
間
内
に

完
成
さ
せ
る
も
の
で
、
総
合
点
で

順
位
を
競
い
合
う
。

　

開
会
式
で
は
選
手
一
人
ひ
と
り

が
意
気
込
み
を
述
べ
た
後
、
堀
口

理
事
長
の
挨
拶
、
植
村
技
術
安
全

委
員
会
委
員
長
・
競
技
責
任
者
に

よ
る
ル
ー
ル
説
明
。

　

そ
の
後
、
明
石
技
術
安
全
委
員

会
副
委
員
長
・
審
査
責
任
者
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
を
合
図
に
2
階
特
設
会

場
に
て
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
選
手

た
ち
は
安
全
作
業
を
第
一
に
、
正

確
か
つ
迅
速
に
〝
魅
せ
る
施
工
〞

の
技
術
を
競
い
合
っ
た
。

　

競
技
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
と

も
に
、
会
場
に
は
選
手
を
称
え
る

込
線
（
Ｅ
Ｅ
ポ
ー
ル
）

の
建
柱
、
計
器
の
取
り

付
け
、
架
線
、
接
続
な

ど
。

　

出
場
選
手
は
激
し
い

雨
が
降
り
続
く
悪
天
候

の
中
、
日
頃
か
ら
訓
練

さ
れ
た
技
量
を
発
揮
。

安
全
で
正
確
な
施
工
を

第
一
に
作
業
を
行
っ
た
。

　

受
賞
チ
ー
ム
は
以
下

の
通
り
。

天野会長

☆経済産業省　関東東北産業保安監督部長賞＝埼玉県
☆東京電力パワーグリッド株式会社社長賞＝神奈川県
☆一般財団法人関東電気保安協会理事長賞＝栃木県
☆全日本電気工事業工業組合連合会会長賞＝静岡県(東部)
☆公益社団法人全関東電気工事協会会長賞＝茨城県

上位入賞者（左から谷口選手、塚元選手、
堀口理事長、藪川選手、椿野副理事長）

　

閉
会
式
で
は
明
石
技
術
安
全
委

員
会
副
委
員
長
・
審
査
責
任
者
が

全
体
講
評
お
よ
び
審
査
内
容
を
説

明
し
、
成
績
発
表
で
は
緊
張
の
面

持
ち
で
結
果
を
待
つ
選
手
た
ち
に

多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
に
椿
野
技
術
安
全
委
員
会

担
当
副
理
事
長
・
競
技
委
員
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
表
彰
式
お
よ
び
閉

会
式
が
終
了
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
「
第
33
回
ひ
ょ
う

ご
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
兼
ね
て

お
り
、
10
月
25
日
に
神
戸
国
際
展

示
場
3
号
館
で
兵
庫
県
知
事
表
彰

等
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

11支部の選手が技を競う

【競技結果】（敬称略）
•優勝（兵庫県知事賞）
　藪川晃浩（播州支部　㈱てるてる電気）
•準優勝（神戸市長賞）
　塚元信光（社支部　㈲オオハタ電機）
•  第3位（技能グランプリ＆フェスタ実行委員会会長賞）
　谷口悌都（但馬支部　㈱杤谷電工）
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東北七県青年部

乳児院点検（秋田県）

　

こ
の
た
び
令
和
7
年
6
月
20
日
、
長
崎

県
女
性
部
会
が
正
式
に
設
立
し
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
山
坂
紬
と
申
し
ま
す
。

　

設
立
か
ら
約
1
か
月
後
の
7
月
29
日
に

は
、青
年
部
と
の
初
の
共
同
企
画
と
し
て
、

小
学
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
と

し
た「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
教
室
」を
開
催
。

講
師
は
青
年
部
員
の
方
に
し
て

い
た
だ
き
、
環
境
に
優
し
い
暮

ら
し
を
テ
ー
マ
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
仕
組
み
や
省
エ
ネ
効
果
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

小
学
生
低
学
年
か
ら
中
学
生

ま
で
が
参
加
さ
れ
、
小
学
生
か

ら
は
「
お
う
ち
に
帰
っ
て
、
お

母
さ
ん
に
電
気
に
つ
い
て
話

す
」、
中
学
生
か
ら
は
「
今
の

時
代
は
何
で
も
電
気
が
必
要
な

時
代
だ
か
ら
、
無
駄
遣
い
を
し

な
い
よ
う
に
節
電
に
心
掛
け

る
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
、

活
動
を
展
開
し
こ
れ
か
ら
の
長
崎
へ
新
た

な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
青
年
部
と
連
携
し
、
女
性
部
と

し
て
も
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け

ト
に
青
年
部
と
共
催
。私
た
ち
、

長
崎
県
電
工
組
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工

作
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
他
に

も
子
ど
も
向
け
の
工
作
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日

曜
日
の
お
昼
に
は
在
庫
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
多
く
の

方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等

で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、

電
気
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

長
崎
県
女
性
部
会
は
、
青
年

部
と
共
同
で
は
あ
り
ま
す
が
、

設
立
か
ら
短
期
間
で
い
ろ
ん
な

て
精
進
し
て
行
き
ま
す
。

長
崎
へ
新
た
な
風
を

世
話
人
　

山
坂
紬
（
長
崎
）

To Be Continued…

連
載　

第

18
回

感
じ
、
さ
ら
に
10
月
4
日
〜
5
日
に
は
、

令
和
7
年
度
住
生
活
月
間
イ
ベ
ン
ト
「
長

崎
県
住
宅
フ
ェ
ア
〜
考
え
よ
う
、
こ
れ
か

ら
の
長
崎
の
住
ま
い
〜
」
の
共
同
イ
ベ
ン

電
気
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

女
性
部
と
青
年
部
の
連
携
の
可
能
性
を

　

現
場
に
若
手
が
い
な
い
こ
と

を
解
消
す
る
に
は
業
界
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
入
職
者
を
電

気
業
界
に
増
や
す
こ
と
が
最
善

と
考
え
、
高
校
生
と
の
交
流
会

事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
東
北

七
県
青
年
部
。
ど
ん
な
に
Ａ
Ｉ

化
が
進
ん
で
も
、
私
た
ち
の
仕

事
は
決
し
て
消
滅
し
な
い
！
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
や
り
が
い
や
充

実
感
、
世
の
中
を
明
る
く
照
ら

し
て
い
る
の
は
電
気
工
事
士
だ

と
い
う
事
を
精
一
杯
お
伝
え
し

て
電
気
工
事
業
界
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
特

色
の
あ
る
数
県
を
今
回
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
子
供
の
み
な
ら

ず
、
先
生
や
父
兄
に
も
分
か
り

や
す
い
資
料
と
し
て
電
気
工
事

入
門
の
漫
画
を
作
成
し
て
い
ま

す
。岩

手
県
で
は
小
学
生
を
対
象

と
し
た
電
気
工
事
士
の
職
業
体

験
を
行
い
若
年
層
へ
の
身
近
な

存
在
と
し
て
電
気
工
事
士
が
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
で
は
業
界
Ｐ
Ｒ
動
画

を
制
作
し
子
供
か
ら
大
人
ま
で

興
味
関
心
を
引
く
活
動
を
実
施

中
で
す
。

　

映
像
は
各
支
部
で
実
施
し
て

い
る
出
前
授
業
や
他
の
団
体
、

一
般
の
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、

映
像
を
見
た
だ
け
で
も
学
生
や

イ
ベ
ン
ト
で
視
聴
し
た
人
た
ち

に
電
気
工
事
業
界
の
魅
力
が
し

っ
か
り
伝
わ
る「
か
っ
こ
い
い
」

「
未
来
の
あ
る
」
動
画
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

若
年
層
だ
け
で
は
な
く
、
20

代
・
30
代
に
も
こ
の
想
い
が
伝

わ
る
と
い
い
な
と
魅
力
発
信
に

業
界
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
・
カ
ッ
コ
よ
さ
を
伝
え
る

業
界
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
・
カ
ッ
コ
よ
さ
を
伝
え
る

東北七県電気工事組合連合会青年部東北七県電気工事組合連合会青年部活動報告活動報告

高校交流会（青森県）

ＰＲ動画撮影（新潟県）

高校交流会（福島県）

奮
闘
中
で
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
毎
年
初
夏
の

気
配
を
感
じ
る
6
月
頃
に
秋
田

赤
十
字
乳
児
院
の
点
検
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
と
照
明
器
具
を
使
用

前
に
清
掃
・
点
検
・
点
灯
確
認

を
行
い
、
電
気
設
備
が
安
全
に

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
作
業
中
は
別
室
か
ら

子
供
た
ち
が
何
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
と
不
思
議
な
顔
で
見

て
い
ま
す
。
で
も
作
業
の
姿
を

子
供
た
ち
が
何
と
な
く
で
も
か

っ
こ
い
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
将
来
の
電
気
工
事

士
を
目
指
す
希
望
の
光
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
作
業

後
に
は
、
職
員
の
方
々
か
ら
と

て
も
感
謝
し
て
い
た
だ
き
、
や

り
が
い
と
今
後
も
継
続
し
て
行

っ
て
い
く
べ
き
事
業
だ
と
実
感

し
、
毎
年
の
事
業
計
画
に
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
東
北
七
県
青
年

部
は
東
北
各
地
で
事
業
を
実
施

中
で
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
担
い
手
不
足
な
ど
直
面

す
る
機
会
が
地
方
で
は
今
後
さ

ら
に
多
く
な
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
中
で
一
人
で
も
多

く
私
た
ち
の
業
界
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
楽
し

さ
・
面
白
さ
・
か
っ
こ
よ
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
青
年
部
の
役
目

の
一
つ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に

し
チ
ー
ム
総
力
戦
で
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
！

　

ま
た
、
令
和
8
年
7
月
11
日

に
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部

会
員
大
会
が
秋
田
市
で
行
わ
れ

ま
す
。
実
行
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
、
皆
様
を
お
も
て
な
し
す

る
計
画
を
絶
賛
計
画
中
で
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　

　

で
は
東
北
七
県
を
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

長崎県電気工事業工業組合　女性部会設立総会

長崎県住宅フェア　ＬＥＤ教室





本定期講習は、建設・設備施工管理ＣＰＤ制度の認定プログラムです。

ＣＰＤ制度認定プログラム
※詳細はＨＰをご確認ください。https://eei.tayori.com/q/cpd/

2025年12月～2026年 2 月
所属工組の講習を受講しよう！

① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期

限を超えないように、みなさまの受講時期に「講習のご案内」

をいたします。講習センターからの「講習のご案内」により受

講いただきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

第 一 種 電 気 工 事 士 定 期 講 習
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2025年 12 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

岩手 12月 4 日 木 112503 
いわて県民情報交流センター
（アイーナ）

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

福島
12月 2 日 火 116504 ビッグパレットふくしま 福島県電気工事工業組合

℡024-535-047712月 7 日 日 116505 福島県青少年会館

新潟 12月 4 日 木 117507 新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

群馬 12月 3 日 水 123503 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉
12月 7 日 日 124504 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-024212月18日 木 124505 

東京

12月 4 日 木 126507 

全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

12月 7 日 日 126508 

12月11日 木 126509 

神奈川
12月16日 火 127509 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-467112月18日 木 127510 

山梨 12月 4 日 木 128502 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 12月10日 水 131503 松筑建設会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

静岡 12月17日 水 133504 浜松市勤労会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

近
畿 大阪 12月13日 土 153507 大阪府社会福祉会館

大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

中
国

島根 12月 4 日 木 162502 島根県民会館
島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

広島
12月 7 日 日 164503 

広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-173112月25日 木 164504 

四
国 香川 12月10日 水 172502 香川県土木建設会館

香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

九
州 福岡 12月 4 日 木 181505 毎日西部会館

福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

満 席

満 席

2026年 1 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

旭川 1月27日 火 102501 旭川地場産業振興センター
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

札幌 1月29日 木 103504 かでる 2・ 7

帯広 1月20日 火 106501 とかち館

東
北 宮城 1月23日 金 113503 東京エレクトロンホール宮城

宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

関
東

埼玉
1月15日 木 124506 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02421 月18日 日 124507 

東京
1月20日 火 126510 全国家電会館 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-73011 月29日 木 126511 町田市文化交流センター

中
部

愛知 1月 8日 木 134507 ウィルあいち
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

三重 1月22日 木 135502 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

中
国 岡山 1月14日 水 163503 第一セントラルビル 1 号館

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

九
州 熊本 1月16日 金 184503 

熊本県青年会館
（ユースピア熊本）

熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

2026年 2 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

函館 2月25日 水 104502 函館市民会館
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

宮城 2月 6日 金 113504 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

新潟 2月18日 水 117508 クロスパルにいがた
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 2月 5日 木 121505 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

群馬 2月18日 水 123504 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

千葉
2月12日 木 125508 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60862 月17日 火 125509 

神奈川
2 月25日 水 127511 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46712 月26日 木 127512 

近
畿

大阪
2月15日 日 153508 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61472 月26日 木 153509 

兵庫 2月16日 月 154506 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

九
州
・
沖
縄

長崎 2月18日 水 183504 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

鹿児島 2 月17日 火 187503 オロシティーホール
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

那覇 2月 4日 水 191505 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

ビデオ講習の注意事項について

　　　のマークは会場にてビデオ放映による受講方式です。

　講師による対面講習ではありませんので、ご留意ください。

満 席

満 席

満 席

講習センター公式Ｘのご紹介
　（一財）電気工事技術講習センターでは、公式X（旧
Twitter）を通じて、電気工事士の皆さまに役立つ最

新情報をほぼ毎日発信しています。
　各種講習のご案内や法改正情報、コラム、現場
で役立つ豆知識などをわかりやすく紹介してお
り、フォローいただくことで講習に関する最新ニ
ュースをいち早くご確認いただけます。

電気工事技術講習センター公式X

（旧Twitter）：https://twitter.com/eei_PR

右記QRコードまたはURLから、
ぜひご覧ください。


